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震
羅
罎
心
緒
堅
万
場
一
徹
を
以
っ
て
隼
談
箪
琴
可
澱

◎
議
案
オ
四
五
号
高
萩
市
課
を

設
置
条
例
設
定
に
つ
い
て

「
事
務
を
行
う
所
員
七
名
」

次
の
訓
及
室
を
お
く

に

秘
書
室
別
表
中

總
務
課
「
位
置

税
務
課

高
萩
市
水
町
一
丁
目
五
三

市
民
課

番
地
」
を

産
業
課

「
位
置

蓮
設
課

高
萩
市
本
町
一
丁
目
一
○

国
民
健
康
保
険
課
○
番
地
」
に

会
訓
課

改
め
る

◎
議
案
オ
四
六
母
字
の
灰
域
こ
の
条
例
は
咄
和
三
十
三
年

及
字
の
名
称
蕊
更
に
つ
い
て
九
月
一
日
か
ら
過
川
す
る

高
萩
市
大
字
高
萩
地
内
の
字
但
し
、
事
務
所
の
位
置
に
つ

の
区
域
及
び
字
の
名
称
を
別
い
て
は
昭
和
三
十
三
年
九
月

表
の
通
り
避
更
す
る
十
六
日
か
ら
澗
用
す
る

左
の
変
更
は
昭
和
三
十
三
年
◎
祇
案
オ
四
九
号
市
営
住
宅

九
月
一
よ
り
行
う
雛
設
に
つ
い
て

◎
議
案
オ
四
七
号
高
萩
市
役
昭
和
三
十
三
年
度
に
お
い
て

所
の
位
置
設
定
条
例
の
改
正
市
営
住
宅
を
左
記
の
通
り
麺
設

に
つ
い
て
す
る
も
の
と
す
る

高
萩
市
役
所
の
位
置
を
次
の
記

通
り
改
め
る
オ
一
種
木
造
平
家
建

茨
城
県
高
萩
市
本
町
一
丁
目
一
○
戸
一
○
五
坪

一
○
○
番
地
オ
ニ
種
木
造
平
家
建

◎
溌
案
オ
四
八
廿
高
蔽
市
禰
一
○
戸
八
五
坪

祉
事
務
所
設
樅
条
例
の
一
部
◎
祇
案
才
五
○
け
関
根
橋
改

改
正
に
つ
い
て
築
工
堀
諸
口
契
約
締
結
に
つ

オ
三
条
オ
ニ
号
を
次
の
よ
う
い
て

に
改
め
ろ
関
根
桶
改
築
工
事
請
負
契
約
を

前
号
以
外
の
社
会
福
祉
に
関
左
記
に
よ
り
締
結
す
る
も
の
と

す
る
事
務
す
る

オ
閥
条
オ
ー
項
才
四
号
を
次
記

の
よ
う
に
改
め
る
一
、
契
約
を
な
さ
ん
と
す
る
工

「
事
務
を
行
う
所
員
四
名
」
事

高
萩
市
大
字
下
手
綱

関
根
橘
改
築
工
事

二
、
施
行
期
間

自
昭
和
三
三
、
八
、
一
九
円

至
同
一
○
、
二
七
日

三
、
契
約
を
な
さ
ん
と
す
る
金

額
金
二
百
二
十
五
万
円
也

四
、
契
約
を
な
さ
ん
と
す
る
相

手
方

常
陸
太
田
市
小
目
町
二
、
七

四
○
番
地

磯
野
工
務
店
磯
野
保

◎
議
案
オ
五
一
号
市
有
財
産

寄
附
に
つ
い
て

左
記
市
有
財
産
を
高
萩
保
健

所
敷
地
と
し
て
茨
城
県
に
寄

附
す
る
も
の
と
す
る

記

不
動
産
の
表
示
高
萩
市
大

字
高
萩
字
肥
前
山
一
、
九
七

七
番
の
一
二
三

一
、
山
林
二
反
三
畝
一
○
歩

◎
誰
案
才
五
二
号
市
有
財
産

の
交
換
に
つ
い
て

本
件
は
吉
久
保
正
所
有
地
を

市
有
地
と
し
て
収
得

市
有
地
を
吉
久
保
正
と
交
換

す
る
も
の
と
す
る

。
溌
漆
汁
五
三
号
国
有
地
借

地
に
つ
い
て

左
記
閏
有
地
を
市
営
遊
園
地

敵
と
し
て
借
地
す
る
も
の
と

す
る

記

一
、
高
萩
大
字
石
滝
字
不
動

前
地
先
海
岸

国
有
地
一
弓
二
四
二
坪

一
、
借
入
期
間
昭
和
三
十

三
年
八
月
二
十
一
日
か
ら

五
ヶ
年

一
、
借
地
料
無
料

◎
誠
案
オ
五
四
号
寄
附
金
受

伽
に
つ
い
て

一
金
一
七
」
二
八
○
円

他
シ
保
健
衛
唯
費
寄
附
金

願
出
人
島
名
オ
ー
地
区

代
表
者
大
高
信
義

一
金
二
二
、
五
六
○
円

但
シ
保
健
衛
生
費
寄
附
金

願
出
人
行
人
塚
地
区

代
表
者
時
崎
朝
男

ｒ
完
全
な
選
畢
人
名
簿
を

０

０

Ｂ

Ｉ

Ｒ

ゴ

ー
》

一
蕊
譜
鼬
獣
紺
‐
討
割
削
舸
卿
立
て
一

一
酔
一
帝
》
討
儒
歸
搾
鯉
幟
》
ろ
》
惰
齪
評
僻
一
軒
鐸
毎
年
一《

一
》
一
鋤
壼
津
評
蛇
詫
垂
吟
り
《
》
岬
に
幟
識
稚
峠
華
洲
栫
一

死
亡
、
失
格
者
の
外
動
か
す
一

一
醤
一
一
、
癌
恥
拭
聿
轌
十
二
凱
闇
唾
唾
”
痙
樺
韮
使
り
こ
一

沼
田
辛

◎
議
案
才
五
五
号
昭
和
三
十

三
年
度
高
萩
市
才
入
才
出
追

加
予
算才

入

一
、
市
税

五
○
九
、
六
七
○
円

一
、
国
庫
負
担
金

一
二
、
五
二
四
円

一
、
国
庫
補
助
金

三
二
三
、
五
○
○
円

訓
八
四
五
、
六
九
四
円

才
出

一
、
社
会
及
労
仇
施
設
費

二
三
、
七
五
○
円

一
、
漆
業
經
済
費

八
○
九
、
四
一
○
円

一
、
選
挙
蟹一

二
、
五
三
四
円

訓
八
四
五
、
六
九
四
円

一
蝕
一
湘
匡
十
一
日
以
前
生
○
も
れ
な
く
申
請
を
一

明
年
は
県
知
事
、
県
議
会
一

一
ら
一
二
、
本
年
六
月
十
六
日
議
員
、
参
議
院
議
員
、
市
議
一

鍛
巍
獺
癖
職

名
簿
を
見
る
期
錘
唇
埠
線
凱
霊
魂
輝
齢
比
率
一

《

間
内
に

李

下
さ
い
、
ま
た
申
請
書
の
配
一

一みなさんが、名簿を見て布を受けていない人は市一確める期間は毎年十一月五委員会に御通知願えれば一日から十五日間で、異議は直に送付いたします。

｝
口

昭
和
三
十
三
年
度
予
算
累
計

柵
二
二
八
、
九
一
四
、
○
八
二
円

◎
本
市
既
設
の
幼
稚
園
は
暫

定
的
に
公
会
堂
を
使
用
し
て
い

た
が
こ
の
度
山
王
公
園
脇
に
敷

地
の
決
定
を
み
た
の
で
こ
こ
に

幼
稚
嗣
舍
を
瀧
設
す
る
た
め
特

別
委
員
会
を
設
置
し
た

委
員
は
左
の
と
お
り
で
あ
る

幼
糀
園
瀧
設
特
別
泰
員
会

鈴
木
道
雄
木
内
幹

舟
唯
一
郎
大
和
田
知
之

中
島
農
三
代
進

矢
代
光
史
小
松
正
治

大
久
保
清
吉
田
秀
吉

渡
辺
東
治
矢
代
良
三

佐
藤
正
豊
田
武
門

上
田
助
重
岩
本
啓
治I
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〆
第
四
回
原
水
爆
禁
止
世
界

●

大
会
に
参
加
し
て

１カ口

鳩
蕊
ゞ

エ
牛

事
実
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

平
様
な
原
子
戦
争
準
備
の
進
行

１機
“
必
然
に
民
主
為
義
抑
圧
へ
と

死
篝
庄
箭
賊
雛
傾

れ
つ
つ
あ
り
、
今
こ
そ
私
達

一
垂
淋
街
抄
韮
訴
恥
伽
恥
誕
軸
岬
謬
乱
搾
討
馳
唾
兼

原
ブ
ヘ
イ
ス
ま
で
が
核
武
装
を
決
定
で
守
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

し
て
い
る
で
す
。
極
東
で
は
日
此
の
様
な
重
大
な
段
階
に
立
ち

本
、
台
湾
、
韓
国
の
東
北
ア
ジ
至
っ
て
原
水
爆
の
被
爆
国
で
あ

ア
条
約
磯
構
の
計
画
が
ひ
そ
か
る
日
本
に
於
て
、
原
水
爆
禁
止

に
進
め
ら
れ
、
核
兵
器
や
ミ
サ
世
界
大
会
か
年
均
開
催
さ
れ
、

イ
ル
が
持
込
ま
れ
つ
上
あ
り
ま
今
年
も
東
京
に
於
て
八
月
十
二

す
に
も
か
又
わ
ら
ず
、
一
部
の
日
よ
り
二
十
日
迄
開
催
さ
れ
ま

人
々
は
現
状
で
は
絶
対
に
戦
争
し
た
。
高
萩
市
と
し
て
は
、
大

は
起
ら
ぬ
と
考
て
い
ま
す
が
、
会
対
策
と
し
早
く
か
ら
準
備
が

こ
の
樂
観
に
き
び
し
い
警
告
を
進
め
ら
れ
地
元
出
身
代
議
士
で

年
え
た
の
が
最
近
の
中
東
問
題
あ
っ
た
大
高
さ
ん
、
県
議
の
鈴

で
す
。
こ
の
様
な
国
際
情
勢
は
木
さ
ん
、
市
長
の
小
峯
さ
ん
、

日
本
の
情
勢
と
も
深
い
つ
な
が
市
会
議
長
の
樫
村
さ
ん
、
元
町

ｂ
を
持
っ
て
お
り
、
仲
繩
へ
の
長
の
安
村
さ
ん
を
始
め
、
市
内

核
兵
器
持
込
は
す
で
に
公
然
た
の
各
有
志
と
藷
団
体
の
物
心
両

世界大会東京会場

面
に
亘
る
援
助
に
よ

っ
て
、
立
派
に
実
行

委
員
会
が
発
足
さ
れ

ま
し
た
。
筒
市
議
会

に
於
て
も
平
和
運
動

を
全
市
民
の
運
動
と

し
て
発
展
さ
せ
る
た

め
、
議
会
よ
り
代
表

を
お
く
る
こ
と
や
多

分
の
助
成
を
す
る
こ

と
を
万
場
一
致
で
議

決
さ
れ
ま
し
た
。
此

の
様
に
成
功
さ
れ
た

運
動
の
な
か
で
、
世

八
月
下
旬
か
ら
九
月
上
旬
に

か
け
て
は
台
風
の
時
季
で
す
。

稲
の
被
害
は
普
通
植
の
中
晩
稲

の
出
穂
盛
り
で
あ
る
た
め
、
被

害
が
大
き
い
の
で
、
台
風
予
報

に
は
十
分
注
踵
し
て
特
に
出
穂

界
大
会
に
は
議
会
代
表
を
含
め

て
三
名
を
お
く
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
今
回
行
わ
れ
た
大
会

の
な
か
で
、
特
に
重
要
に
感
し

た
事
を
お
知
ら
せ
し
て
今
后
の

御
協
力
を
得
た
い
と
思
い
ま
す

そ
れ
は
、
原
水
爆
実
験
の
継
続

に
よ
り
こ
れ
以
上
地
球
を
汚
染

す
る
こ
と
は
、
人
類
に
対
す
る

重
大
な
犯
罪
で
あ
る
と
言
う
こ

と
で
す
。
爆
発
の
際
に
は
大
量

の
中
性
子
が
放
出
さ
れ
、
こ
れ

に
よ
っ
て
空
気
中
の
窒
素
が
放

射
性
炭
素
に
か
え
ら
れ
ま
す
。

此
れ
は
酸
素
と
化
合
し
て
炭
酸

ガ
ス
に
な
り
、
光
合
成
に
よ
っ

て
植
物
体
中
に
入
り
、
更
腫
、

こ
の
植
物
を
食
べ
る
事
に
よ
っ

て
人
体
の
中
に
入
る
。
そ
う
し

ま
す
と
ス
ト
ロ
シ
チ
ウ
ム
九
十

と
か
、
セ
シ
ウ
ム
一
三
七
と
同

’水
稲
の
台
風
対
策

に
当
っ
て
い
る
も
の
は
あ
ふ
れ

る
ほ
ど
深
く
水
を
張
っ
て
稲
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

被
害
の
あ
ら
わ
れ
方
は
環
境

条
件
の
相
違
、
栽
培
の
方
法
、

生
育
の
段
階
、
品
種
の
特
性

様
に
有
害
な
影
響
を
与
え
る
可

能
性
を
も
っ
て
き
ま
す
。

し
か
も
放
射
性
炭
素
は
何
千
年

と
言
う
長
い
寿
命
を
も
っ
て
い

る
か
ら
人
類
に
対
し
幾
世
代
も

の
長
い
間
、
影
響
を
與
え
え
る

点
が
恐
し
い
の
で
す
。
そ
の
様

に
人
命
に
対
し
重
大
な
事
で
す

か
ら
、
私
達
は
、
日
本
が
戦
争

に
巻
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
そ
し

て
ど
こ
の
国
で
も
戦
争
を
起
さ

ぬ
様
に
し
な
れ
ぽ
な
り
ま
せ

ん
。
当
市
に
於
て
は
市
議
会
議

長
で
あ
る
樫
村
さ
ん
が
、
平
和

委
員
会
の
会
長
で
あ
り
、
今
后

は
樫
村
会
長
を
中
心
と
し
て
全

市
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
広
島

長
崎
の
被
爆
さ
れ
た
方
々
の
救

援
運
動
を
行
う
と
同
時
に
真
の

平
和
の
為
巾
広
い
運
動
を
進
め

て
行
こ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
市
議
会
議
員
大
久
保
清
）

八月八日八時四十二分本市に到着した

原水爆禁止世界大会平和リレー自転車

隊。

〃
ま
ん
延
す
る

豚
コ
レ
ラ
〃

必
ず
予
防
注
射
を

七
月
以
降
県
下
で
二
、
五
○
○

頭
と
言
う
爆
発
的
発
生
を
見
せ

て
い
る
豚
コ
レ
ラ
は
八
月
に
至

り
既
に
本
市
に
も
発
生
い
た
し

ま
し
た
。
豚
コ
レ
ラ
は
熱
性
伝

染
病
で
被
害
の
一
番
大
き
い
病

気
で
養
豚
家
の
最
も
恐
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
本
市
で
は
こ
の

恐
し
い
豚
コ
レ
ラ
の
ま
ん
延
防

止
の
た
め
九
月
中
旬
予
防
注
射

を
実
施
い
た
し
ま
す
か
ら
養
豚

家
は
必
ず
予
防
注
射
を
受
け
て

下
さ
い
。

消
防
団
で
は
災
害
に
備
え
て
訓

練
を
次
の
日
程
に
よ
り
行
う

九
月
三
日
オ
ー
、
オ
ニ
分
団

九
月
四
日
オ
三
分
団

九
月
五
日
才
四
、
オ
五
分
団

九
月
六
日
才
六
分
団
、
オ
セ

分
団
一
部

九
月
十
一
日
才
八
分
団

九
月
十
二
日
才
七
分
団
オ
ー

部

ど
が
相
互
に
か
ら
み
合
っ
て
作

用
す
る
の
で
き
わ
め
て
複
雑
で

す
が
、
水
稲
の
生
育
の
時
期
か

ら
み
ま
す
と
、
栄
養
生
長
期
の

冠
水
は
比
岐
的
被
害
は
少
な
い

の
で
す
が
、
生
殖
生
長
期
特
に

開
花
時
期
に
は
最
も
被
害
が
多

い
の
で
す
。
授
精
を
終
っ
た
も

の
は
被
害
が
少
く
、
成
熟
が
進

む
に
つ
れ
て
安
全
性
が
高
く
な

消
防
団
員
訓
練
実
施

消
防
団
は
市
民
の
生
命
財
産

を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
日
夜

努
力
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
良
い
機
械
器
具
が
あ
っ

て
も
動
か
す
人
が
そ
の
効
果
を

左
右
し
ま
す
の
で
訓
練
を
行
い

万
一
に
備
え
る
も
の
で
団
員
各

位
の
御
協
力
を
お
願
す
る
次
オ

で
あ
り
ま
す
。

る
と
い
ふ
試
験
成
績
が
で
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
哨
冠
水

程
度
が
深
い
程
被
害
は
多
き
い

か
ら
一
刻
も
早
く
葉
先
の
露
出

す
る
よ
う
排
水
に
つ
と
め
し
よ

う
。
ま
た
、
冠
水
の
あ
と
に
は

い
も
ち
病
、
白
葉
枯
病
、
ニ
化

め
い
虫
が
発
生
し
ま
す
か
ら
薬

剤
散
布
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

夢〆混毒
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高
萩
市
誕
生
以
来
、
市
民
相
互
場
所
高
萩
中
学
校

の
協
力
援
助
の
下
に
、
新
市
建
チ
ー
ム
編
成
及
チ
ー
ム
番
号

設
計
画
か
着
々
推
進
さ
れ
て
い
１
本
町
２
春
日
町

る
が
、
こ
山
に
新
市
庁
舍
の
竣
＄
大
和
町
４
東
地
区

５
台
高
萩
６
安
良
川

工
を
記
念
し
て
、
市
民
運
動
会
７
石
滝
Ｒ
島
名

を
開
催
し
、
友
好
親
善
の
ス
ポ
９
秋
山
（
北
方
を
含
む
）

－
ヅ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
、
上
手
綱
皿
下
手
紬

じ
て
、
市
民
相
互
の
糾
睦
理
解
聰
高
戸
鯛
赤
浜

を
図
り
、
よ
り
明
る
い
高
萩
市
魁
横
川
咽
下
君
田

建
設
に
寄
与
せ
ん
と
す
る
咄
の
恥
上
君
田
打
若
票

で
あ
り
ま
す
。
肥
大
能
⑲
中
戸
川

・
チ
ー
ム
編
成
、
そ
の
他
に
つ
い
別
高
萩
炭
礦
虹
向
洋
炭
礦

て
は
部
落
代
表
者
の
集
り
を
開
塑
望
海
炭
砿
器
秋
山
炭
砿

い
て
極
々
協
議
す
る
予
定
で
す
○
大
会
参
加
資
柘

が
関
係
部
落
内
に
於
て
も
種
々
現
在
高
萩
市
に
居
住
の
者

研
究
協
議
し
置
か
れ
る
よ
う
お
○
表
彰

願
い
し
ま
す
。
１
、
個
人
競
技
団
体
競
技
共

主
催
高
萩
市
に
三
位
ま
で

協
力
団
体
高
萩
市
教
育
委
員
２
、
綜
合
で
は
才
七
位
ま
で

会
、
高
萩
市
体
育
協
今
再
高
３
、
優
勝
チ
ー
ム
に
は
優
勝

萩
市
商
工
会
、
高
萩
市
連
合
杯
を
授
与
す
る
。

青
年
会
、
高
萩
市
婦
人
団
体
４
、
仮
装
は
五
位
ま
で
表
彰

連
絡
協
議
会
す
る
。

期
日
九
月
二
十
八
日
○
参
加
上
の
住
意

（
日
）
雨
天
順
延
１
、
胸
標
参
加
者
側
で
準
術

⑤
思
い
芋
⑮
甲
武
ふ
。
⑮
ざ
ふ
料
、
、
ざ
ぐ
ぷ
ふ
ふ
へ
ふ
ふ
懇
や
寺
ご
誠
心
、
唾
い
い
哩
辛
ぐ
ぎ
寛
葛
》
、
、
ふ
ぐ
尋
画
や
や
ぶ
凸
や
ふ
ぐ
蕊
い
ふ
ふ
ふ
今
母
さ
手
蕊
小
や
ぜ
ゞ
ぐ
ぷ
、
暮
竃
幸
愈
ふ
ぷ
、
誤
食
心
ふ
ざ
心
心
心
心
意
争
心
忠
へ

鋤 市
民
大
運
動
會

張
り
切
っ
て
御
参
加
を
Ⅷ

》

｝

‐

Ｉ

〃

／

‐

。

一

「

、

一

し
て
胸
部
に
つ
け
る
。

２
、
鉢
巻
は
主
催
者
で
用
意

す
る
。

○
競
技
上
の
注
意

１
、
選
手
招
集
に
遅
れ
た
者

は
棄
権
と
み
な
す
。

２
、
選
手
変
更
は
認
め
な
い

但
し
、
特
別
の
理
由
で

変
更
す
る
時
は
、
受
付

の
時
に
審
判
長
に
申
出

て
理
更
す
る
こ
と
が
出

来
る
。

○
採
点
方
法

１
、
団
体
種
目
を
２
、
の

比
率
に
よ
っ
て
採
点
す

る
へ
個
人
種
目
は
採
点

に
加
え
な
い
）

２
、
一
位
七
点
二
位
六
点

三
位
五
点
四
位
四
点

五
位
三
点
六
位
二
点

側
溝
を
掃
除
し
よ
う

１１．》
悪
戦
静
》
鮪
和
辮

ｒ
、
備
し
、
一
応
都
市
と
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
一
‐
側
溝

し
て
の
体
裁
を
整
え
の
掃
除
は
、
市
当
局
が
や
る
べ

閃
ぐ
電
、
、
守
頁
、
、
守
電
、
、
単
、
試
鹸
ふ
ふ
い
ふ
守
芯
唾
思
や
噂
い
ふ
守
設
心
Ｒ
悪
心
関
撃
喝
閣

’唾

笹潭）
七
位
一
点
と
し
最
高
得

点
チ
ー
ム
を
優
勝
と
す

ブ
ｏ
Ｏ

３
、
最
高
得
点
が
同
数
の
時

は
、
一
位
の
多
い
方
を

優
勝
と
す
る
。

４
、
一
位
の
数
も
同
じ
時
は

リ
レ
ー
の
優
位
の
チ
ー

ム
を
優
勝
と
す
る
。

５
、
入
賞
は
七
位
ま
で
と
す

↓
《
》
○

○
運
営
委
員

各
チ
ー
ム
よ
り
代
表
者
を
三

名
選
出
し
て
も
ら
う

○
代
表
者
会
議

九
月
二
十
日
研
修
会
館

○
申
込
期
日

九
月
二
十
日

○
申
込
場
所

高
萩
市
教
育
委
員
会
事
務
局

’

七
夕
ま
つ
り
受
賞
者

恒
例
七
夕
ま
つ
り
は
八
月
六
、

七
、
八
、
九
の
四
日
間
行
わ
れ

審
査
結
果
次
の
通
り
受
賞
者
が

決
定
し
た
。

知
事
賞
（
赤
胴
鈴
の
助
）
ホ
ゾ

ガ
ネ
、
県
観
光
協
会
長
賞
（
證

城
寺
の
狸
ぱ
や
し
）
丸
石
呉
服

店
、
県
商
工
水
産
部
長
賞
ハ
ロ

ヵ
ピ
リ
）
仲
屋
洋
品
店
、
市
長

賞
（
雀
の
学
校
）
米
屋
呉
服
店

市
議
長
賞
（
影
絵
夏
ま
つ
り
〕

仲
屋
呉
服
店
、
市
観
光
協
会
長

賞
（
月
世
界
旅
行
〕
照
沼
商
店

き
で
市
民
の
吾
々
の
知
っ
た
事

で
は
な
い
」
と
、
言
わ
ん
ば
か

り
で
あ
る
。
金
を
か
け
た
側
溝

な
の
だ
か
ら
、
せ
め
て
自
分
の

家
の
前
だ
け
で
も
掃
除
し
た
ら

ど
う
だ
ろ
う
、

「
そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
い
ら
れ

る
か
、
市
で
や
れ
」
と
言
っ
て

も
市
で
も
予
算
も
な
い
だ
ろ
う

し
、
各
自
が
自
分
の
家
の
前
だ

け
で
も
き
れ
い
に
し
た
ら
水
も

流
れ
る
だ
ろ
う
し
、
才
一
気
分

が
い
い
叉
衛
生
的
だ
と
思
う
。

だ
が
、
昭
和
通
り
の
側
溝
は
無

理
だ
と
思
う
。
こ
氏
は
一
ク
月

に
一
辺
で
も
市
で
や
り
、
そ
れ

に
近
所
の
町
内
の
人
が
協
力
し

た
ら
い
瞳
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
な
お
時
々
見
う
け
る
が
、
ゴ

ミ
を
側
溝
に
投
入
れ
る
人
が
あ

る
の
に
は
あ
き
れ
る
ば
か
り
で

あ
る
。

私
の
町
内
で
は
毎
月
一
日
、
十

五
日
に
全
員
出
て
掃
除
し
て
い

る
。

「
人
の
た
め
で
は
な
い

、
自
分
の
た
め
だ
！
」

’
商
工
業
者
の
連
絡
セ
ソ
タ
ー
と

し
て
会
館
建
設
を
要
望
さ
れ
て

来
た
が
今
般
春
日
町
二
丁
目
、

私
設
公
民
館
跡
に
白
亜
の
会
館

が
竣
工
し
た
。
商
工
会
で
は
三

日
午
前
十
時
か
ら
来
賓
二
○
○

名
を
招
待
し
て
開
館
式
を
盛
大

に
催
し
た
。

サ
ギ
空
巣
の

季
節
で
す
／

夏
枯
れ
の
影
響
か
ら
九
月
に
は

サ
ギ
空
巣
の
犯
罪
が
多
く
な
り

ま
す
。
見
知
ら
ぬ
人
の
う
ま
す

ぎ
る
話
に
は
乗
ら
な
い
よ
う
。

行
商
人
な
ど
か
ら
品
物
を
買
う

と
き
も
中
味
や
品
物
を
よ
く
確

め
ま
し
よ
う
。
電
気
、
ラ
ジ
オ

の
集
金
サ
ギ
も
多
い
の
で
、
あ

や
し
い
と
き
は
相
手
を
確
か
め

た
う
え
料
金
を
排
う
よ
う
。

ま
た
農
繁
期
の
空
巣
に
、
ね
ら

は
れ
た
り
被
害
を
受
け
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

商
工
会
館
竣
工
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に
意
欲
を
燃
し
、
部
落
全
体
が
を
省
き
、
お
金
を
生
か
し
て
使

も
れ
ず
毎
年
納
め
る
二
十
四
万
円
、
利
子
約
九
万
五
こ
の
話
を
聞
い
て
、
す
で
に
一
に
今
か
ら
貯
蓄
し
て
お
こ
う
と

税
金
の
こ
と
に
な
る
と
、
こ
こ
千
円
元
利
金
計
三
十
三
万
五
千
千
万
円
貯
蓄
の
話
を
思
も
出
し
決
心
さ
れ
た
な
ら
ば
、
あ
な
た

で
明
全
戸
こ
ぞ
っ
て
完
納
す
る
円
と
な
り
、
そ
の
利
子
（
年
六
ま
し
た
。
毎
日
十
円
を
貯
金
し
の
身
近
の
人
や
ま
た
同
じ
目
的

に
は
相
当
の
努
力
か
な
さ
れ
て
分
計
算
）
が
年
約
二
万
円
に
な
て
八
七
年
余
に
は
一
千
万
円
に
を
持
た
れ
た
人
と
よ
く
「
話
し

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
な
ん
と
か
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
り
つ
ば
な
る
と
い
う
の
で
す
。
合
い
一
お
互
に
励
ま
し
あ
っ
て

う
ま
い
く
ふ
う
は
な
い
も
の
か
に
納
税
を
い
た
せ
る
計
算
に
な
（
注
、
元
金
一
三
万
三
千
円
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
、
目
的

と
、
全
戸
が
話
し
合
い
し
た
結
ろ
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
利
子
九
百
七
一
万
円
）
八
七
年
達
成
の
一
番
の
近
道
だ
と
思
い

果
「
無
税
部
落
建
設
貯
金
」
を
に
十
年
後
に
は
元
金
の
利
息
に
の
才
月
を
毎
日
毎
日
同
じ
こ
と
ま
す
。

始
ぬ
る
こ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ま
た
利
子
が
つ
き
、
こ
れ
だ
け
を
く
り
返
す
こ
と
は
、
余
程
の
ｌ
貯
蓄
組
合
（
国
民
貯
蓄
組
合

他
辨
癖
錘
小
調
和
恥
謹
攝
雫
崖
誕
叶
砺
醐
輌
櫃
金
泳
轌
痙
雑
岬
罹
恥
詫
壜
和
岬
評
嘩
曄
詫
乗
叱
毒
雅
趣
鐸
流
酢
識
坤
耗
秘
や
樺
．

さ
い
〕
は
、
あ
な
た
の
希
望
を

積
立
て
て
十
年
後
の
元
利
金
の
ま
ま
理
仙
平
和
郷
建
設
の
た
め
妙
手
は
な
い
」
要
は
日
常
の
生
か
な
え
て
く
れ
る
貯
蓄
実
践
団

利
息
を
税
に
当
て
よ
う
」
と
い
の
賓
金
に
使
う
の
だ
と
、
大
い
活
を
よ
く
考
へ
く
ふ
う
し
ム
ダ
体
で
す
。
ｌ

感
激
深
か
か
っ
た
ろ
う
に
。
夕
げ
の
膳
を
前
に
一
日
の
出
来

靖
国
神
肚
を
参
拝
し
て
僕
か
父
の
元
に
行
け
る
嬉
し
さ
事
を
語
り
励
ま
し
合
え
る
だ
ろ

に
、
級
の
友
の
前
で
「
明
日
靖
５
に
、
そ
の
友
は
父
が
あ
り
両

皆
」
の
作
文
は
、
去
る
五
吋
二
十
三
日
一
泊
二
日
で
昭
和
三
十
二
言
国
神
社
に
行
く
ん
だ
、
そ
し
て
親
の
す
る
苦
労
が
判
ら
な
い
の

一
年
オ
三
次
遺
児
靖
国
神
社
参
拝
に
本
市
よ
り
参
加
し
た
十
九
名
一
皇
居
内
も
見
ら
れ
る
ん
だ
よ
」
で
そ
ん
な
事
を
言
っ
た
の
だ
る

》
か
ら
提
出
さ
れ
た
感
想
文
の
う
ち
、
松
岡
中
学
校
三
年
沼
田
実
狸
と
言
っ
た
時
「
う
わ
い
い
な
あ
５
、
あ
上
僕
の
た
っ
た
一
人
の

》
荊
が
沓
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
’
一
「
お
れ
げ
の
父
ち
ゃ
ん
も
父
は
何
故
死
ん
だ
の
だ
ろ
う
、

戦
死
す
れ
ば
良
か
っ
た
あ
Ｉ
」
大
人
は
「
お
国
の
為
に
死
ん
だ

今
日
、
僕
は
父
と
そ
の
友
の
眠
難
事
を
祈
り
続
け
た
母
の
元
に
と
、
ひ
ど
い
言
葉
を
言
っ
た
者
の
だ
」
と
言
っ
た
、
僕
に
は
判

為
靖
凶
川
社
を
参
拝
す
る
機
会
悲
し
い
余
り
に
も
惨
い
知
ら
せ
が
あ
っ
た
。
何
が
い
い
の
だ
、
ら
な
い
お
国
の
為
に
な
る
の
に

を
得
た
。
が
伝
え
ら
れ
た
。
く
や
し
か
っ
た
、
腹
が
立
っ
て
は
ど
う
し
て
外
国
と
争
っ
て
Ⅲ

父
と
言
っ
て
も
、
た
だ
写
真
で
何
も
知
ら
な
い
僕
を
抱
え
て
、
そ
の
友
の
顔
を
に
ら
め
つ
け
て
を
疏
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

知
る
事
が
出
来
た
だ
け
で
あ
る
半
分
気
違
い
の
よ
う
に
何
も
判
し
ま
っ
た
。
だ
ろ
う
、
も
つ
と
平
和
に
武
器

が
１
１
．
僕
は
知
ら
な
く
と
も
ら
な
く
な
り
、
坐
り
く
ず
れ
て
何
を
見
な
く
と
も
良
い
、
何
を
を
捨
て
・
へ
ソ
と
博
愛
の
精
神
と

父
は
こ
の
僕
を
、
こ
れ
迄
優
し
し
ま
っ
た
と
言
う
。
そ
の
后
、
買
っ
て
く
れ
な
く
と
も
良
い
、
で
国
の
役
に
立
て
な
か
っ
た
の

い
そ
し
て
或
は
厳
し
い
眼
で
守
父
の
分
迄
も
真
黒
に
な
っ
て
僕
た
だ
父
さ
え
生
き
て
い
た
ら
、
だ
ろ
う
か
、
荒
々
し
い
戦
い
の

ｈ
育
く
ん
で
下
さ
っ
て
い
た
と
の
為
に
仙
い
て
、
他
の
両
親
の
母
の
黒
く
ふ
さ
ふ
さ
と
し
た
髪
場
で
お
互
の
父
を
失
っ
た
僕
達

思
５
と
、
自
然
と
涙
が
溢
れ
て
あ
る
子
供
達
と
同
じ
よ
う
に
、
を
め
っ
き
り
白
く
し
た
「
心
は
皆
で
そ
れ
ぞ
れ
の
父
の
分
迄

し
ま
っ
た
。
い
や
そ
れ
以
上
に
い
つ
く
し
ん
配
」
と
言
う
事
も
半
減
さ
れ
た
も
平
和
の
為
に
強
く
団
結
し
て

父
は
僕
が
二
才
の
時
に
戦
場
に
で
育
て
て
下
さ
っ
た
母
も
一
緒
ろ
う
。

住
み
良
い
日
本
を
作
り
あ
げ
よ

向
っ
た
と
Ⅲ
く
。
に
こ
こ
に
こ
ら
れ
た
ら
筒
一
層
親
子
し
て
貧
し
く
と
も
楽
し
い
う
と
誓
い
合
っ
た
〕

メ
ー
ト
ル
法
完
全
実
施
を
明
年

一
月
一
日
に
控
え
、
残
す
と
こ

ろ
四
ヶ
月
と
な
っ
た
の
で
、
九

月
一
日
よ
り
一
ヶ
月
間
を
メ
ー

ト
ル
法
実
施
強
調
月
間
と
し
て

全
県
で
一
齊
に
運
動
を
展
附
、

十
月
一
日
を
期
し
予
備
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
当
市

も
、
メ
ー
ト
ル
法
推
進
委
員
会

を
結
成
十
月
一
日
よ
り
市
ぐ
る

み
メ
ー
ト
ル
法
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

実
施
方
法
は
左
記
に
よ
っ
て

価
格
を
表
示
、
計
量
販
売
す
る

一
、
食
料
品

イ
、
菓
子
、
漬
物
、
佃
煮
、

青
果
、
鮮
魚
、
食
肉
、
味

噌
、
塩
砂
溌
等

二
○
○
グ
ラ
ム
又
は

四
○
○
グ
ラ
ム

特
殊
な
も
の
は

一
○
○
ゲ
ラ
ム
又
は

一
キ
ロ
グ
ラ
ム

ロ
、
酒
、
正
油
、
食
用
油
等

二
○
○
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

又
催
二
デ
シ
リ
ヅ
ト
ル

ー
リ
ツ
↑
↑
ｒ
ル

ニ
リ
ッ
ト
ル

ニ
、
衣
料
品

一
メ
ー
ト
ル

三
、
そ
の
他

ィ
、
種
子
類

最
后
に
、
父
が
安
ら
か
に
眠
れ

る
よ
う
●
に
母
の
い
上
つ
け
を
守

っ
て
立
派
に
成
人
す
る
事
を
、

メ
ー
ト
ル
法
推
進
委
員
会
発
足

十
月
一
日
よ
り

メ
ー
ト
ル
法
を
予
備
實
施

一 和
字
、
Ｊ
ｒ

、画》（一い）■一

Ｍ
ｂ

（
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振替口座
このたび市役所に下記のような

振雪口座が設けられましたから

納税その他の沸込みに御利用下

さい…･ ' ･“･ ･ ･…････・
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一
○
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

ロ
、
石
油
類

一
リ
ッ
ト
ル

〈
、
釘
、
針
金
、
雑
貨
類

二
○
○
グ
ラ
ム

四
○
○
グ
ラ
ム
又
は

一
キ
ロ
グ
ラ
ム

一
メ
ー
ト
ル

四
、
十
月
一
日
か
ら
全
国
一
齊

に
酒
類
販
売
単
侭
が
リ
ッ
ト

ル
に
切
り
替
え
に
な
り
ま
す

瓶
詰
は
容
器
の
都
合
で
当
分

の
中
は
次
の
通
り

一
、
八
リ
ッ
ト
（
一
升
）

一
八
○
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

（
一
今
ロ
）

は
か
り
売
り
は

二
○
○
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
桝

目
に
見
え
ぬ
父
に
向
っ
て
約
し

社
を
後
に
し
た
。

ｊ
ｊ

く

Ｉ
Ｂ
Ｂ
』
苫
宮
口
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■
９
。
、
由
一
宮
６
口
〃
＆
冒
凸
Ｅ
、
〃
々
今
ロ
ロ
』
』
ｌ
、
■
『
』
ず
ケ
ガ
口
、

△
Ｅ
Ｂ
Ｕ
、
．
“
げ
ぃ
”
４
、
由
由
ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｊ
″
咽
呂
、
、
ロ
、
■
″
Ｆ
卓
二
ご
ｈ
Ｂ
Ｊ
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